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６
月
29
日
（
日
）
１
時
33
分
03
秒

（
日
本
標
準
時
）
に
、
温
室
効
果
ガ
ス・

水
循
環
観
測
技
術
衛
星
（
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ

Ｔ
‐
Ｇ
Ｗ
）
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ

ロ
ケ
ッ
ト
50
号
機
が
種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
飛
行
し
、

衛
星
は
ロ
ケ
ッ
ト
か
ら
正
常
に
分
離

さ
れ
、
打
ち
上
げ
は
成
功
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
打
ち
上
げ
が
最
後
と
な
っ

た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
。
当
初
の
予

定
か
ら
５
日
間
の
延
期
と
な
り
ま
し

た
が
、
最
後
の
打
ち
上
げ
を
見
よ
う

と
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
島
外
か
ら

も
多
く
の
見
学
者
が
訪
れ
、
町
指
定

の
見
学
場
所
で
は
約
２
２
２
０
人
の

方
が
、
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
見

守
り
ま
し
た
。

　

ま
ぶ
し
い
輝
き
と
空
気
を
切
り
裂

く
轟
音
と
と
も
に
ロ
ケ
ッ
ト
が
大
空

へ
向
け
打
ち
上
が
る
と
、
会
場
か
ら

大
き
な
歓
声
と
、「
が
ん
ば
れ
！
」
と

い
っ
た
声
援
が
あ
が
り
、
見
学
者
は

ロ
ケ
ッ
ト
が
小
さ
く
見
え
な
く
な
る

ま
で
、
最
後
の
打
ち
上
げ
を
見
守
っ

て
い
ま
し
た
。

　

２
０
０
１
年
に
運
用
が
開
始
さ
れ

た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
、
49
機
で

打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
成
功
率
98
パ
ー

セ
ン
ト
で
そ
の
役
目
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
バ
ト
ン
は
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
へ
と

引
き
継
が
れ
ま
す
。
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト

の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
す
る
と

と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
る
こ
と

な
く
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　

宇宙ヶ丘公園から撮影宇宙ヶ丘公園から撮影

Ｈ‐Ⅱ Aロケット 50号機打ち上げ成功！Ｈ‐Ⅱ Aロケット 50号機打ち上げ成功！祝

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

射点に移動し打ち上げの瞬間を待つ射点に移動し打ち上げの瞬間を待つ
ＨＨ ‐‐ ⅡＡロケット 50 号機ⅡＡロケット 50 号機

～ありがとうＨ‐ⅡＡロケット！ラストフライトで有終の美を飾る！！～～ありがとうＨ‐ⅡＡロケット！ラストフライトで有終の美を飾る！！～
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現
在
、
南
種
子
町
に
お
い
て
は
、

町
と
地
元
賛
同
企
業
、
金
融
機
関
で

あ
る
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
の
３
者

が
連
携
し
、
南
種
子
町
で
育
っ
た
子

ど
も
た
ち
の
就
学
支
援
や
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
、
Ｕ
タ
ー
ン
人
材
の

本
町
で
の
活
躍
を
支
援
す
る
た
め
、

令
和
６
年
度
よ
り
「
宇
宙
の
ま
ち
奨

学
金
」
制
度
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
町
と
「
宇
宙
の
ま

ち
奨
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
連
携

協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
金
融
機
関

（
鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫
）
で
申
し

込
ん
だ
「
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
ロ
ー
ン
」

の
利
用
に
あ
た
り
、
利
息
分
に
つ
い

て
は
全
額
を
、
元
金
分
に
つ
い
て
も
、

卒
業
後
南
種
子
町
に
居
住
す
る
な
ど

の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
、
町
が
元

金
返
済
額
の
３
分
の
２
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
さ
ら
に
、
地
元
賛
同
企

業
に
就
職
し
た
場
合
に
は
、
元
金
返

済
額
の
３
分
の
１
を
賛
同
企
業
が
負

担
す
る
こ
と
で
、
行
政
と
賛
同
企
業

が
一
緒
に
な
っ
て
地
元
の
子
ど
も
た

ち
を
応
援
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
「
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
金
」
制
度
を
通

し
、
町
と
連
携
し
て
地
元
の
子
ど
も

た
ち
を
応
援
い
た
だ
け
る
賛
同
企
業

を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
企
業
の
皆
様
の
ご
賛
同
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　
◆
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
役
場
企
画
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
７
４
）

「
宇
宙
の
ま
ち
奨
学
金
」
の
賛
同
企
業
を
募
集
し
ま
す

鹿児島相互鹿児島相互
信用金庫信用金庫

南種子支店南種子支店

【賛同企業就職者助成フロー図】【賛同企業就職者助成フロー図】

奨学金返還者奨学金返還者
( 南種子町定住 )( 南種子町定住 )

南種子町南種子町

賛同企業賛同企業

②②  

就
職
就
職

① 貸与① 貸与

③ 返還③ 返還

⑥ 助成金交付⑥ 助成金交付

⑤負担金納付⑤負担金納付

④
返

還
額

の
報

告

④
返

還
額

の
報

告

南種子町助成金 南種子町助成金 ＋＋
賛
同
企
業
負
担
金

賛
同
企
業
負
担
金

特定就職者加算分特定就職者加算分

【基本助成額】【基本助成額】
    ・年約定返還額× 2/3・年約定返還額× 2/3

【賛同企業就労者の助成額】【賛同企業就労者の助成額】
    基本助成額＋賛同企業負担金基本助成額＋賛同企業負担金

賛同企業負担金賛同企業負担金
  ・年約定返還額× 1/3  ・年約定返還額× 1/3

　
６
月
30
日
（
月
）
宇
宙
ヶ
丘
公
園
に

お
い
て
、「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
見

守
る
碑
」
お
披
露
目
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
石
碑
は
、
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

50
号
機
（
最
終
号
機
）
の
打
ち
上
げ
完

了
を
記
念
し
、
今
後
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
安

全
な
打
上
げ
を
願
う
と
共
に
こ
の
地
の

繁
栄
を
願
い
、
南
種
子
町
ト
ン
ミ
ー
大

使
で
も
あ
る
元
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

所
長
、
坂
爪
則
夫
さ
ん
に
よ
り
建
設
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
奨
学
金
寄
附
と

と
も
に
南
種
子
町
へ
寄
贈
い
た
だ
い
た

も
の
で
す
。

　
お
披
露
目
会
は
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

50
号
機
（
最
終
号
機
）
打
ち
上
げ
の
翌

日
に
行
わ
れ
、
町
関
係
者
を
は
じ
め
、

ロ
ケ
ッ
ト
に
携
わ
る
関
係
者
の
方
々
、

そ
の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
な
ど
多
く
の
参
加
者

が
見
守
る
中
、
一
斉
に
幕
が
外
さ
れ
、

石
碑
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
贈
者
の
坂
爪
さ
ん
は
、「
ロ
ケ
ッ

ト
の
打
ち
上
げ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い

こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
頑
張
る

こ
と
が
重
要
。
楽
し
い
、
意
味
が
あ
る

と
思
っ
た
こ
と
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
明
日
へ
向
か
う
若
者
た
ち
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

「
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
見
守
る
碑
」
お
披
露
目
会〈〈お披露目会参加者で記念撮影〉お披露目会参加者で記念撮影〉

（坂爪さん前列右側から 2 番目）（坂爪さん前列右側から 2 番目）
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７
月
17
日
（
木
）、
町
内
の
小
・
中

学
校
の
給
食
で
は
、
地
産
地
消
の
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
新
栄
物
産

で
収
穫
さ
れ
た
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
を

使
用
し
た
給
食
が
提
供
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
野
小
学
校
で
は
、
小
園
裕
康
町

長
や

永
俊
郎
教
育
長
な
ど
が
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
新
米
給
食
を
食
べ
、

収
穫
さ
れ
た
ば
か
り
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の

味
と
香
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
新
米
と
一
緒
に
、

町
内
で
育
っ
た
ニ
ガ
ウ
リ
を
使
っ
た

「
ゴ
ー
ヤ
チ
ャ
ン
プ
ル
―
」
も
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

超
早
場
米
！

超
早
場
米
！

種
子
島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
収
穫

種
子
島
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
収
穫

　

７
月
上
旬
、
町
内
各
地
で
コ
シ
ヒ
カ
リ

７
月
上
旬
、
町
内
各
地
で
コ
シ
ヒ
カ
リ

の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

の
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

７
月

　

７
月
1414
日
（
月
）、
茎
永
松
原
で
は
、
石

日
（
月
）、
茎
永
松
原
で
は
、
石

堂
裕
司
さ
ん
（
茎
永
）
が
新
米
の
収
穫
作

堂
裕
司
さ
ん
（
茎
永
）
が
新
米
の
収
穫
作

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

業
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
米
の
収
穫
は
、
春
先
の
寒
さ

　

今
年
の
新
米
の
収
穫
は
、
春
先
の
寒
さ

や
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
去
年
よ
り
１

や
風
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、
去
年
よ
り
１

週
間
ほ
ど
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

週
間
ほ
ど
遅
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

良
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

良
質
な
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
収
穫
が
見
込
ま
れ

る
と
の
こ
と
で
、
新
米
の
出
来
に
自
信
を

る
と
の
こ
と
で
、
新
米
の
出
来
に
自
信
を

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

の
ぞ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
、
種
子
島
産
の
美
味
し
い
新

　

皆
さ
ま
も
、
種
子
島
産
の
美
味
し
い
新

米
を
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

米
を
ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

『
新
米
給
食
試
食
会
』

『
新
米
給
食
試
食
会
』

　　

７
月
７
月
1818
日
（
金
）
南
種
子
茎
永
ラ
イ
ス

日
（
金
）
南
種
子
茎
永
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
で
、
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合

セ
ン
タ
ー
で
、
種
子
屋
久
農
業
協
同
組
合

の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
出
発
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
式
で
は
、
宮
脇
幸
喜
代
表
理
事
組

し
た
。
式
で
は
、
宮
脇
幸
喜
代
表
理
事
組

合
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
熊
毛
支
庁

合
長
に
よ
る
あ
い
さ
つ
の
後
、
熊
毛
支
庁

農
林
水
産
部
長
や
鹿
児
島
県
経
済
連
農
産

農
林
水
産
部
長
や
鹿
児
島
県
経
済
連
農
産

事
業
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

事
業
部
長
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

出
席
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
運
転
手

出
席
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
運
転
手

へ
の
花
束
贈
呈
も
行
わ
れ
、
種
子
島
コ
シ

へ
の
花
束
贈
呈
も
行
わ
れ
、
種
子
島
コ
シ

ヒ
カ
リ
の
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

ヒ
カ
リ
の
出
荷
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月

　

ま
た
、
７
月
1717
日
（
木
）
に
は
、
新
栄

日
（
木
）
に
は
、
新
栄

物
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
東
京
・
大

物
産
の
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
、
東
京
・
大

阪
方
面
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

阪
方
面
に
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
出
発
式

新米ごはん・大豆入り根菜汁・
ゴーヤチャンプルー・牛乳

新米ごはんのおいしさに会話も弾みました

生産者あいさつ（新栄物産 : 岡田直人さん）

YouTubeYouTube
南種子町役場南種子町役場

「新米給食「新米給食
試食会」試食会」
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第
66
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会

が
、
６
月
21
日
（
土
）・
22
日
（
日
）、
28
日

（
土
）、
29
日
（
日
）
の
４
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
軟
式
野
球
は
、
７
月
13
日
（
日
）
に
継
続

試
合
を
実
施
）

　

本
町
に
お
け
る
成
績
は
、
29
日
（
日
）
に
行
わ

れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
テ
ニ
ス
女
子
で

優
勝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
22
日
（
日
）
に
行
わ

れ
た
剣
道
の
個
人
戦
で
は
、
篠
原
功
さ
ん
が
優

勝
、
陸
上
競
技
で
は
、
個
人
３
種
目
（
40
歳
代
男

子
３
０
０
０
ｍ
で
小
脇
健
作
さ
ん
、
50
歳
代
男
子

２
０
０
０
ｍ
で
古
市
利
秋
さ
ん
、
少
年
男
子
砲
丸

投
げ
で
鮫
島
優
磨
さ
ん
）
で
１
位
入
賞
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
競
技
に
お
い
て
も
健
闘
さ
れ
、
次

年
度
に
繋
が
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

▼ 　 ▼ 　 ▼ 　 競 技 別 成 績　

▼ 　 ▼ 　 ▼

競  技  種  目 南種子町 西之表市 中種子町 屋久島町 競  技  種  目 南種子町 西之表市 中種子町 屋久島町
陸　上 ３位 ２位 優勝 ４位 軟式野球 ２位 ３位 優勝 ３位

バレーボール
男子 ３位 ２位 ３位 優勝

ソフトボール
男子 ２位 優勝 ３位 ３位

女子 ３位 － ２位 優勝 女子 ３位 ２位 － 優勝

卓　球
男子 ３位 優勝 ４位 ２位

バドミントン
男子 ４位 優勝 ３位 ２位

女子 － 優勝 － ２位 女子 ４位 ２位 ３位 優勝

ソフトテニス
男子 － － － 優勝

テニス
男子 ４位 ２位 ３位 優勝

女子 － － － 優勝 女子 優勝 ３位 ４位 ２位

相　撲
青年 ３位 ２位 優勝 － グラウンド・ゴルフ 優勝 ３位 ２位 ４位
一般 ３位 ２位 優勝 － ゴルフ ４位 優勝 ２位 ３位

柔　道 － ２位 優勝 － 全空連空手道 － 個人順位のみ 個人順位のみ －
剣　道 － ３位 優勝 ２位

バスケットボール
男子 ３位 ２位 ３位 優勝

弓　道 － ２位 ３位 優勝 女子 － － － －
ゲートボール ２位 優勝 ３位 ４位 サーフィン ２位 － 優勝 －

サッカー ３位 ４位 優勝 ２位 優  勝  の  数 ２ ６ ８ ９

陸上競技優勝（記録）　※敬称略
■ 40 歳代男子 3000m 小脇  健作 (10 分 38 秒 9) ■ 50 歳代男子 2000m 古市  利秋 (7 分 11 秒 5)

■ 少年男子砲丸投 　鮫島 優磨 (10m55)

第
66
回
県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
熊
毛
地
区
大
会優勝：優勝：グラウンド・ゴルフグラウンド・ゴルフ優勝：女子テニス優勝：女子テニス
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令
和
７
年
度
か
ら
農
業
の
将
来
を

担
う
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を
支
援

す
る
た
め
、「
農
業
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
地
域
課
題
解

決
事
業
」
を
始
め
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、レ
ザ
ー
リ
ー
フ
フ
ァ

ン
や
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
圃
場
に
温
度
・

湿
度
・
日
射
照
度
・
土
壌
湿
度
・
体

積
含
水
率
等
、
様
々
な
計
測
が
可
能

な
機
器
を
設
置
し
ま
す
。

　

設
置
し
た
機
器
で
、
地
域
の
ベ
テ

ラ
ン
生
産
者
や
他
生
産
者
の
圃
場
の

環
境
デ
ー
タ
と
栽
培
管
理
記
録
を
収

集
し
、
集
め
ら
れ
た
情
報
を
植
物
科

学
の
観
点
で
整
理
・
分
析
・
解
析
を

行
い
、
得
ら
れ
た
知
見
を
高
度
な
営

農
情
報
と
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
、

後
継
者
や
新
規
就
農
者
で
も
作
業
適

期
を
逃
す
こ
と
な
く
対
処
で
き
る
生

産
環
境
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
取
組
は
農
業
の
み
な
ら

ず
、
脱
炭
素
社
会
に
お
け
る
地
域
と

教
育
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
か
ら
、
小
学

生
に
も
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
、
特

別
授
業
を
合
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

　
７
月
15
日
（
火
）、
平
山
小
学
校
に

お
い
て
、
農
業
Ｄ
Ｘ
を
学
ぶ
出
前
授

業
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

出
前
授
業
は
３
年
生
か
ら
６
年
生

の
14
人
を
対
象
に
行
わ
れ
、
講
師
の

グ
リ
ー
ン
株
式
会
社
戸
上
氏
が
「
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
１
個
が
で
き
あ
が
る
た

め
に
必
要
な
水
の
量
は
？
」
や
「
１

粒
の
お
米
（
タ
ネ
）
は
何
粒
の
お
米

に
な
る
？
」
な
ど
ク
イ
ズ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
児
童
か
ら
は
活
発
な

発
表
と
笑
顔
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
出
前
授
業
で
は
、
株
式
会

社
シ
ー
ズ
フ
ァ
ー
ム
の
ご
協
力
に
よ

り
、
フ
ル
ー
ツ
パ
プ
リ
カ
圃
場
に
お

い
て
、
機
器
の
説
明
及
び
収
穫
体
験

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
平
山
小
学
校
で
は
学
校
の

温
室
に
お
い
て
、
フ
ル
ー
ツ
パ
プ
リ

カ
の
栽
培
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

収
穫
で
は
、
色
鮮
や
か
な
立
派
な

フ
ル
ー
ツ
パ
プ
リ
カ
を
育
て
た
い
と

意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

農
業
の
将
来
を
担
う
後
継
者
や
新
規
就
農
者
を
支
援

「
農
業
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
た
地
域
課

題
解
決
事
業
」
を
始
め
ま
し
た

導入した「農業情報プラット
フォーム（e-kakashi）」

農業ＤＸ出前授業の様子農業ＤＸ出前授業の様子

シーズファームでの収穫体験シーズファームでの収穫体験

フルーツパプリカを片手に記念撮影フルーツパプリカを片手に記念撮影
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７
月
８
日
（
火
）
中
央
公
民
館
屋
内

運
動
場
建
設
地
に
て
施
工
業
者
安
全
協

議
会
主
催
の
起
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
起
工
式
に
は
、町
長
や
町
議
会
議
長
、

工
事
関
係
者
な
ど
が
出
席
し
、
令
和
８

年
３
月
の
完
成
に
向
け
、
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。
屋
内
運
動
場
は
、

町
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
で
の
活
用
を
目
的
と
し
て
建
設
さ

れ
ま
す
。
令
和
８
年
４
月
予
定
の
利
用

開
始
に
向
け
て
、
関
係
者
と
連
携
し
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
教
育
課
社
会
体
育
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
２
７
４
）

中
央
公
民
館
屋
内
運
動

場
建
設
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。

　
６
月
25
日
（
水
）、
町
長
に
よ
る
学

校
視
察
お
よ
び
児
童
・
生
徒
と
語
る
会

が
開
催
さ
れ
、
町
長
や
教
育
長
ほ
か
関

係
職
員
が
、
西
野
小
学
校
と
南
種
子
中

学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
学
校
の
現
状
や
課
題
な

ど
に
つ
い
て
情
報
を
交
換
し
合
い
、
今

後
の
施
策
推
進
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
、
今
年
で
５
回
目
と
な
り

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
学

校
や
町
に
対
す
る
質
問
や
意
見
を
出
し

合
う
こ
と
で
、
行
政
に
関
心
を
も
ち
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

授
業
の
様
子
な
ど
を
参
観
し
た
後
、

町
長
と
語
る
会
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

児
童
・
生
徒
か
ら
質
問
を
受
け
ま
し
た
。

小
学
校
で
は
「
な
ぜ
町
長
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か
？
」「
子
ど
も
の
時

に
好
き
だ
っ
た
食
べ
物
や
勉
強
、
遊
び

は
？
」
な
ど
純
朴
な
質
問
や
、
中
学
校

で
は
「
町
の
魅
力
を
も
っ
と
広
め
る
た

め
の
計
画
は
」「
病
院
の
医
療
体
制
を

ど
う
充
実
さ
せ
る
の
か
」「
町
の
産
業

発
展
の
た
め
ど
ん
な
政
策
に
重
点
を
置

く
の
か
」
な
ど
、
町
の
将
来
を
考
え
た

鋭
い
質
問
も
あ
り
、
小
園
町
長
が
一
つ

一
つ
丁
寧
に
答
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
継
続
し
て
学
校
を
訪
問
し
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

町
長
と
児
童
・
生
徒
と
語
る
会
を
開
催

〈南種子中で生徒の質問に答える小園町長〉〈西野小での授業参観の様子〉

　
７
月
12
日
（
土
）・
13
日
（
日
）
研

修
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

株
式
会
社
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｘ
主
催
で
、「
宇

宙
探
査
ロ
ー
バ
ー
を
作
ろ
う
」
体
験
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
験
会
で
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
内

蔵
の
キ
ッ
ト
を
使
い
、
本
物
の
宇
宙

探
査
ロ
ボ
ッ
ト
と
同
じ
機
能
を
持
つ
ロ

ボ
ッ
ト
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
２
人
１
組
の

チ
ー
ム
と
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
難
し
く

な
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
ク
リ
ア
し
て
い
き
、
論
理
的
思
考
の

面
白
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
宇
宙
探
査
ロ
ー
バ
ー

を
作
ろ
う
」
体
験
会
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◆
試
験
日
程
お
よ
び
会
場

　

８
月
28
日
（
木
）　
南
種
子
町
役
場

◆
採
用
予
定
職
種
お
よ
び
人
員
な
ど

　

下
記
別
表
を
参
照
。

◆
試
験
種
目
・
内
容

 

・
作
文
試
験・面
接
試
験
（
個
別
面
接
）

◆
合
格
発
表

　

９
月
10
日
（
水
）（
予
定
）

　
※
合
否
通
知
は
郵
送
で
行
い
ま
す
。

◆
受
験
申
込
受
付
に
つ
い
て

①
受
付
期
間

　

８
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
８
月
18
日
（
月
）
ま
で
（
必
着
）

　
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
15
分

　
※
土
日
祝
日
を
除
く
。

②
受
付
場
所

　
総
務
課
行
政
係
（
郵
送
可
）

③
提
出
す
る
書
類

 

・
受
験
申
込
書
お
よ
び
履
歴
書

　
（
各
１
部
。
所
定
の
用
紙
を
使
用
）

 

・
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
資
格
が
必
要
な
職
種
の
み
）

※
受
験
申
込
書
は
、
申
込
書
を
役
場

で
直
接
受
領
す
る
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
、
ま

た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
受
験
票
に
つ
い
て

　

受
験
票
は
、
申
込
受
付
締
切
後
に

郵
送
し
ま
す
。
受
験
日
の
前
日
ま
で

に
受
験
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
合
格
か
ら
採
用
ま
で

　

合
格
者
は
令
和
７
年
10
月
か
ら
採

用
予
定
で
す
。
た
だ
し
、
９
月
中
の

採
用
を
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。（
原
則
、
採
用
後
１
ヵ

月
間
は
条
件
付
き
採
用
期
間
）

◆
採
用
後
の
住
所
要
件

　

南
種
子
町
内
に
居
住
す
る
こ
と
。

た
だ
し
今
回
に
限
っ
て
は
、
現
在
の

南
種
子
町
内
の
住
宅
事
情
を
鑑
み
、

や
む
を
得
ず
例
外
と
し
て
通
勤
可
能

な
範
囲
で
の
町
外
へ
の
居
住
を
認
め
、

採
用
後
住
宅
事
情
に
改
善
が
図
ら
れ

た
時
は
、
町
内
に
居
住
す
る
よ
う
努

め
る
こ
と
と
す
る
。

◆
手
当

　

通
勤
手
当
、
期
末
・
勤
勉
手
当
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
条
件
に
応
じ
て
支
給

さ
れ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課　
行
政
係

　
☎
㉖
１
１
１
１　
（
内
線
１
０
４
）

会
計
年
度
任
用
職
員
（
フ
ル
タ
イ
ム
職
員
）
募
集
に
つ
い
て

採用職種
受験資格

採用人員
給料月額等（令和７年度時点）

職務内容 初任給 上限

一般事務
特になし

若干名 183,500 円 207,400 円
一般的な行政の補助事務

保健師
保健師の資格を有する者

若干名 233,000 円 261,300 円
保健指導などに関する業務

学校司書※１
司書または司書教諭の資格を有する者

１名 183,500 円 225,600 円学校図書館の運営管理、資料の収集整理、読書活
動の支援などの業務

保育士
（あおぞら保育園）

保育士の資格を有する者
若干名 194,500 円 240,500 円

保育の専門的な業務

●任用時は初任給額となります。ただし、学歴や前職などの経験年数により給料額が上限
　額まで加算される場合があります。
●諸手当（通勤手当、期末手当、勤勉手当など）がそれぞれの条件に応じて支給されます。
※ 1 については、普通自動車運転免許を有している者とします。

町 HP町 HP

受
験
申
込
書
の
送
付
先

  

〒
８
９
１ ｰ 

３
７
９
２

   

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町

　

中
之
上
２
７
９
３ 

番
地
１

　
　

南
種
子
町
役
場

　
　

総
務
課　

行
政
係
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国
保
税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

本
町
で
は
、
国
保
税
の
納
期
内
納

税
し
て
い
る
世
帯
と
の
公
平
性
を
確
保

す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
収
納
対
策
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
県
で
は

８
月
と
12
月
を
「
県
下
一
斉
国
保
税
滞

納
整
理
強
化
月
間
」
と
定
め
て
重
点
的

な
収
納
対
策
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お

り
、
町
で
も
こ
の
強
化
月
間
に
合
わ
せ

て
収
納
対
策
の
強
化
を
図
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。

　
国
保
税
は
、
み
ん
な
で
支
え
る
国
保

制
度
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
納
期
内
納

税
へ
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
指
定
の
預
貯
金
口
座
か
ら
自
動
的
に

振
替
が
で
き
、
納
め
忘
れ
や
納
税
の
手

間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
各
金
融
機
関
ま
た
は
、
役
場
税
務
課

で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

◆
滞
納
す
る
と
・
・
・

　
国
保
税
が
未
納
で
、
督
促
状
や
催
告

に
も
応
じ
て
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、

預
金
の
出
入
金
状
況
や
残
高
、
家
財
、

土
地
な
ど
の
財
産
調
査
を
行
い
、
差
押

え
な
ど
の
滞
納
処
分
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
特
別
な
理
由
が
な
く

滞
納
が
続
く
と
、
医
療
機
関
で
の
窓
口

負
担
が
全
額
自
己
負
担
と
な
る
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
早
め
の
相
談
を
！

　
災
害
や
病
気
な
ど
の
や
む
を
得
な
い

事
情
で
期
限
ま
で
に
納
税
で
き
な
い
場

合
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
税
務
課
収
納
管
理
・
保
険
税
係

☎
㉖
１
１
１
１（
内
線
１
５
５・１
５
６
）

令和 6 年度　差押実績

種別
差押件数

（実印数）
差押金額

（対象税額）
配充当件数

（延実員数） 配充当金額

預貯金 17 5,230,026 17 3,472,198

債権 11 1,709,079 18 544,869

給与 2 194,700 6 185,900

国税還付金 14 12,425,340 14 168,060

保険金 1 67,200 1 2,461

▼
係
長
級
【　

】
は
旧
職
名
。

立
石　
大
悟

  

企
画
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
係
長

 【
企
画
課
観
光
経
済
係
長
】

日
髙　
麻
美
子

  

く
ら
し
保
健
課
介
護
保
険
係
長

 【
税
務
課
町
税
課
税
係
長
】

坂
口　
典
嗣

  

く
ら
し
保
健
課
付
係
長

 【
く
ら
し
保
健
課
介
護
保
険
係
長
】

砂
坂　
竜
也

  

税
務
課
町
税
課
税
係
長

 【
教
育
委
員
会
管
理
課
庶
務
係
長
】

日
髙　
智
洋

  

教
育
委
員
会
管
理
課
庶
務
係
長

 【
企
画
課
政
策
推
進
係
長
】

▼
一
般
職
員

西
園　
浩
郎

  

企
画
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
係

 【
企
画
課
観
光
経
済
係
】

古
市　
隼
人

  

企
画
課
観
光
ま
ち
づ
く
り
係

 【
企
画
課
政
策
推
進
係
】

▼
退
職
（
６
月
30
日
付
）

坂
口　
典
嗣

 【
く
ら
し
保
健
課
付
係
長
】

▼
係
長
級
【　

】
は
旧
職
名
。

日
髙　
良
美

  

く
ら
し
保
健
課
主
任
保
健
師
兼
地
域

  

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係
長

 【
く
ら
し
保
健
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　
タ
ー
係
長
（
保
健
師
）】

田
中　
剛

 

一
般
社
団
法
人
南
種
子
町
ま
ち
づ
く

　
り
公
社
事
務
局
庶
務
係
長
（
派
遣
）

 

【
一
般
社
団
法
人
南
種
子
町
ま
ち
づ
く

　
り
公
社
事
務
局
庶
務
係
（
派
遣
）】

▼
一
般
職
員

広
浜　
拓
海

  

く
ら
し
保
健
課
介
護
保
険
係

 【
建
設
課
管
理
係
】

▼
一
般
職
員

岡
元　
琉
惺

 【
新
規
採
用
】

人
事
異
動
（
６
月
20
日
付
）

人
事
異
動
（
７ 

月
１
日
付
）

人
事
異
動
（
７ 

月
７
日
付
）
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Town Topics
　

現
在
お
手
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
及
び
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
（
以
下
「
保
険
証
」）
ま
た
は
資

格
確
認
書
は
、
７
月
31
日
を
も
っ
て

有
効
期
限
が
満
了
に
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
す

る
皆
様
に
は
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
資
格
確
認
書
が

交
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
制
度
に
加

入
す
る
皆
様
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
の
登
録
が
な
い
方
に
は
資
格

確
認
書
が
、
登
録
が
あ
る
方
に
は
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
が
交
付
さ
れ
ま

す
。

　

新
し
い
資
格
確
認
書
ま
た
は
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、
ご

自
宅
に
郵
送
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

必
ず
ご
確
認
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
12
月
２
日
以
降
、
新
た

に
保
険
証
が
発
行
さ
れ
な
く
な
り
ま

し
た
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
保
険
証
と

し
て
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
ご

利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が

お
手
元
に
な
い
場
合
や
、
マ
イ
ナ
保

険
証
と
し
て
の
利
用
登
録
を
行
っ
て

い
な
い
場
合
も
、
資
格
確
認
書
に
よ

り
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
保
険
給
付
係

　
☎
㉖
１
１
１
１（
内
線
１
３
５・１
３
６
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
資
格
確
認
書
及
び
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
の
送
付
に
つ
い
て

　

６
月
28
日
（
土
）
と
29
日
（
日
）
の

２
日
間
、
鹿
児
島
市
の
白
波
ス
タ
ジ
ア

ム
に
て
、
第
71
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
鹿
児
島
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

女
子
共
通
１
５
０
０
㍍

　
２
位　
小
脇　
あ
か
り

　
５
位　
日
髙　
希
咲

　

６
月
28
日
（
土
）
に
、
鹿
児
島
市
の

西
原
商
会
ア
リ
ー
ナ
武
道
場
に
て
、
令

和
７
年
度
鹿
児
島
県
下
小
学
生
学
年
別

柔
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
結
果
】（
敬
称
略
）

女
子
６
年
生　
＋
45
㎏
級

　
２
位　
山
田　
真
花

女
子
５
年
生　
－
40
㎏
級

　
３
位　
長
田　
美
心

第
71
回
全
日
本
中
学
校
通
信

陸
上
競
技
大
会
鹿
児
島
県
大

会
ス ポ ー ツ 大 会 の 結 果

令
和
７
年
度
鹿
児
島
県
下
小

学
生
学
年
別
柔
道
大
会

山田真花さん　長田美心さん山田真花さん　長田美心さん

日髙希咲さん　小脇あかりさん日髙希咲さん　小脇あかりさん



　
令
和
７
年
８
月
１
日
を
も
っ
て
野
田

一
成
院
長
が
退
任
さ
れ
、
新
た
に
藤
田

安
彦
院
長
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
立
種
子
島
病
院　

院
長　

野
田　

一
成

　　
前
院
長
の
急
逝
後
院
長
業
務
を
担
っ

て
参
り
ま
し
た
が
、
病
院
が
徳
洲
会
グ

ル
ー
プ
の
指
定
管
理
と
な
る
こ
と
が
決

ま
り
、
病
院
機
能
を
維
持
し
て
い
く
と

い
う
私
の
使
命
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ

の
た
め
、
約
４
年
半
の
当
院
で
の
勤
務

を
８
月
を
も
っ
て
終
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
私
な
り
に
地
域
住
民
と
向
き

合
い
、
皆
様
の
健
康
維
持
に
寄
与
で
き

る
よ
う
努
力
し
た
つ
も
り
で
す
。
十
分

で
は
な
か
っ
た
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
私
に
悔
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
両
町
民
の
皆
様
か
ら
は
、
ま
た

種
子
島
に
戻
っ
て
き
て
欲
し
い
と
温
か

い
お
言
葉
を
数
多
く
い
た
だ
き
、
大
変

嬉
し
く
医
師
冥
利
に
つ
き
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

　
本
来
新
病
院
へ
の
移
行
や
そ
の
間
臨

時
で
派
遣
さ
れ
る
医
師
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
医
療
の
プ
ロ
で
あ
る
現
場
の
意

見
を
考
慮
し
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
す

が
、
残
念
な
が
ら
そ
こ
に
関
わ
る
こ
と

が
出
来
ず
、
自
治
体
病
院
で
医
師
と
し

て
勤
務
す
る
こ
と
の
困
難
さ
を
感
じ
た

１
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
病
院
は
大
規
模
病
院
グ
ル
ー
プ

の
管
理
に
な
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
地

方
勤
務
の
医
師
は
不
足
し
て
お
り
、
病

院
が
１
０
０
％
機
能
す
る
に
は
少
々
時

間
を
要
す
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
ご
存

じ
の
通
り
、
財
政
的
に
も
医
療
保
険
制

度
は
崩
壊
の
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。

　
両
町
民
の
皆
様
に
は
、
新
体
制
を
機

に
現
場
の
負
担
や
財
政
的
な
問
題
に
も

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
国
民
皆
保
険
制
度

を
維
持
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療
と

の
賢
い
向
き
合
い
方
を
模
索
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
優
し
さ
と
自
然
の
豊
か
さ
に

思
い
切
り
触
れ
る
こ
と
の
で
き
た
４
年

半
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

公
立
種
子
島
病
院　

院
長　

藤
田　

安
彦

　　
こ
の
度
、
公
立
種
子
島
病
院
へ
赴
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
藤
田
安
彦
と

申
し
ま
す
。
病
院
管
理
者
の
小
園
裕
康

町
長
か
ら
東
上
徳
洲
会
理
事
長
へ
の
要

請
に
よ
り
徳
洲
会
が
指
定
管
理
を
受
け

る
運
び
と
な
り
、
私
が
院
長
職
を
拝
命

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
種
子
島
に

来
島
す
る
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
非
常

に
光
栄
な
こ
と
と
受
け
取
っ
て
お
り
ま

す
。
実
は
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
が

近
く
に
あ
る
こ
と
が
理
由
の
一
つ
で
す
。

　

平
成
17
年
７
月
に
徳
洲
会
に
入
職

し
、
東
京
西
５
年
、
喜
界
徳
洲
会
病
院

で
４
年
間
、
故
郷
の
徳
之
島
徳
洲
会
病

院
院
長
と
し
て
約
８
年
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。
鹿
児
島
徳
洲
会
病
院
で

約
３
年
３
か
月
勤
務
し
、
離
島
応
援
に

専
念
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
当
院
の
運
営
が
継
続
で
き

て
い
る
の
は
、
歴
代
の
院
長
、
職
員
の

皆
様
の
献
身
的
な
働
き
と
行
政
か
ら
の

支
援
、
町
民
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
が

あ
っ
た
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
現
在
も
鹿
児
島
大
学
病
院
や
自
衛
隊

病
院
か
ら
医
師
の
応
援
、
地
元
の
医
療

機
関
の
支
援
、
職
員
の
大
変
な
努
力
に

よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
看
護

師
や
医
師
の
頑
張
り
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
毎
日
患
者
さ
ん
の
お
む
つ
交
換
や

食
事
、
入
浴
介
助
な
ど
を
し
て
い
る
裏

方
の
人
た
ち
の
業
務
に
敬
服
し
て
い
ま

す
。
病
院
は
多
職
種
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

に
よ
り
成
り
立
っ
て
お
り
ま
す
。
当
院

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
た
ち
に
、
改

め
て
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
す
。
い
つ

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
公
立
種

子
島
病
院
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
島
民

が
安
心
し
て
う
け
ら
れ
る
医
療
と
安
全

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
雇

用
を
増
や
し
、
若
い
人
た
ち
が
島
か
ら

出
ず
、
生
活
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
も
大
事
か
と
存
じ
ま
す
。

　
徳
洲
会
が
存
続
で
き
て
い
る
の
は
、

離
島
・
へ
き
地
医
療
に
貢
献
す
る
こ
と
、 

救
急
を
断
ら
な
い
な
ど
の
社
会
貢
献
を

行
っ
て
い
る
た
め
だ
と
思
い
ま
す
の

で
、
残
り
の
人
生
を
種
子
島
医
療
に
貢

献
し
て
い
く
所
存
で
す
。地
域
の
皆
様
、

友
人
・
知
人
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院
職
員

の
大
勢
の
仲
間
た
ち
、
当
院
の
医
療
に

関
わ
る
関
係
者
の
皆
様
に
ご
支
援
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ご
指
導
・
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

公
立
種
子
島
病
院
か
ら

公
立
種
子
島
病
院
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
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　種子島産婦人科医院は、平成 20 年 1 月に公立病院種子島産婦人科医院は、平成 20 年 1 月に公立病院
とし開院し、平成 28 年 5 月 1 日に現在の場所に新築とし開院し、平成 28 年 5 月 1 日に現在の場所に新築
移転された、種子島唯一の産婦人科医院です。移転された、種子島唯一の産婦人科医院です。
　これまで、2,000 件超の分娩、500 件近くの帝王切　これまで、2,000 件超の分娩、500 件近くの帝王切
開や婦人科手術を取り扱っています。開や婦人科手術を取り扱っています。
　患者さま、そしてご家族のみなさまに安心して治療　患者さま、そしてご家族のみなさまに安心して治療
に専念いただけるよう、過ごしやすい環境づくりを心に専念いただけるよう、過ごしやすい環境づくりを心
がけております。不安なことがあれば、些細なことでがけております。不安なことがあれば、些細なことで
もいつでも相談にお越しください。木造で温もりのあもいつでも相談にお越しください。木造で温もりのあ
る診療所で、スタッフ一同お待ちしています。る診療所で、スタッフ一同お待ちしています。　　

副院長 副院長 森森
もりもともりもと

元元  大大
だ い きだ い き

樹樹 先生 先生　　　　鹿屋市出身 趣味：ゴルフ・釣り・ゲーム鹿屋市出身 趣味：ゴルフ・釣り・ゲーム
　　　 　　　　　　　　　　 好きな食べ物：シンプルな、ごはんが進むおかず　　　 　　　　　　　　　　 好きな食べ物：シンプルな、ごはんが進むおかず

女医外来 女医外来 鳥鳥
と り すと り す

巢巢  文文
あ や のあ や の

野野 先生 先生　　鹿児島市出身 趣味：映画鑑賞、サーフィン鹿児島市出身 趣味：映画鑑賞、サーフィン
　　　	 　　　　　　　　　　 好きな食べ物：パッションフルーツ　　　	 　　　　　　　　　　 好きな食べ物：パッションフルーツ

《
院
長
か
ら
の
お
願
い
》

昨
年
だ
け
で
婦
人
科
の
癌
の
患

者
様
が
10
人
以
上
見
つ
か
り
ま

し
た
。
子
宮
頚
癌
、
子
宮
体
癌
、

卵
巣
癌
な
ど
全
て
40
歳
以
上
の

方
で
し
た
。
進
行
癌
の
方
も
お

ら
れ
ま
し
た
。
子
宮
体
癌
や
卵

巣
癌
は
エ
コ
ー
を
し
な
い
と
発

見
で
き
ま
せ
ん
。
40
歳
以
上
の

方
は
ぜ
ひ
産
婦
人
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
き
子
宮
頸
癌

検
診
と
と
も
に
エ
コ
ー
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。（
短
時

間
で
同
時
に
出
来
ま
す
。）
当
院
で
は
、
妊
娠
・
出
産
に

関
す
る
こ
と
や
母
乳
外
来
・
育
児
相
談
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
れ
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
も
行
っ
て
い

ま
す
。

① 

不
妊
治
療　

② 

更
年
期
障
害
の
お
悩
み
に
対
応
③ 

月

経
の
お
悩
み
に
対
応　

④ 

学
生
相
談
コ
ー
ナ
ー

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◀当院HP
ご相談もお気軽に♪

患者さまに寄り添う医療を患者さまに寄り添う医療を～種子島産婦人科医院～～種子島産婦人科医院～

　「来てよかった、診てもらってよかった」と思われる医療を常に目指して
います。産婦人科というと受診をためらう方もいらっしゃると思いますが、
自分でも驚くくらいアットホームで明るい病院です。どんな小さなことで
も気軽にご相談いただければと思います。
　また、4 月より種子島産婦人科医院のインスタグラムを開設しました。
産婦人科の色々な情報を発信予定です。どうぞよろしくお願い致します。

〇森元先生が副院長に着任（令和 7 年４月～）〇森元先生が副院長に着任（令和 7 年４月～）

　女性の悩みは本当に様々です。
ちょっと気になるお悩みから大きな心配事まで、安心して気軽にご相談頂
ける外来を目指しています。気になる事がありましたら、ぜひ一度ご相談
下さい。現在、小さなお子さまからご高齢の方まで幅広い世代の女性にご
来院頂いています。
　種子島の女性が毎日を快適に暮らせるお手伝いをさせて頂けたらと思い
ます。どうぞよろしくお願い致します。

〇女医外来医師として鳥巢先生が着任（令和 6 年 7 月～）〇女医外来医師として鳥巢先生が着任（令和 6 年 7 月～）

マタニティライフから マタニティライフから 
産後の心身のリラックスに産後の心身のリラックスに

【マタニティヨガ】
対象：妊娠 15 週以降の方
日時：第１・３木曜日 10 時～ 11 時

【産後ヨガ】
対象：産後１年までの方
※赤ちゃん（１歳まで）も一緒に参加できます

日時：第２・４木曜日 10 時～ 11 時
〇場所：当院会議室
〇会費：１回 １，０００円（当日講師へ）
〇講師：林崎恊子氏（ヨガインストラ
クター）
※ヨガマット（貸出有）
※その他詳細についてはお問い合わせくだ
さい。

◀当院インスタグラム

■問合せ先　種子島産婦人科医院　☎ 22-0260

【受付】８時 30 分～ 11 時、13 時 30 分～ 16 時
【休診日】　土・日・祝日

鳥鳥
と り すと り す

巢巢  弘弘
ひろみちひろみち

道道  院長（中央）院長（中央）

産婦人科産婦人科で検診を！で検診を！
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相
談
支
援
部
会
で
は
、
地
域
で
暮

ら
す
障
害
者
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

毎
月
相
談
定
例
会
を
開
催
し
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
管
理

責
任
者
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
事

業
所
の
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
支
援
部
会
の
下
部
組

織
と
し
て
、「
医
療
的
ケ
ア
児
等
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
を
設
置
し
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
で
は
、
今
年
度
医
療
的
ケ
ア

児
等
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
行
っ
て

い
く
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

５
月
21
日
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
て
い
る
錦
江
町
に
視
察
研
修
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。
学
ん
で
き
た
こ

と
を
種
子
島
で
活
か
し
て
い
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。
研
修
で
は
、 

地
域
の
学

校
で
医
療
的
ケ
ア
児
を
受
け
入
れ
て

い
る
田
代
小
学
校
の
見
学
も
行
い
ま

し
た
。

～
研
修
会
の
ご
案
内
～

【
日
時
】

令
和
７
年
９
月
19
日
（
金
）

午
後
６
時
か
ら
午
後
８
時

【
場
所
】

中
種
子
町
中
央
公
民
館
（
大
ホ
ー
ル

又
は
小
会
議
室
）

「
地
域
で
暮
ら
す
医
療
的
ケ
ア
の
必
要

な
方
の
出
生
か
ら
現
在
ま
で
」
を
テ
ー

マ
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
来

場
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

文
責
：
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
ね
い
ろ
24   

　
　
　
（
相
談
支
援
部
会
事
務
局
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
康
子

　
中
種
子
町
野
間
３
２
１
３
番
地
３

　
☎
㉗
１
１
５
５

相
談
支
援
部
会
の
活
動
に
つ

い
て

　

自
立
支
援
協
議
会
だ
よ
り

【
問
い
合
わ
せ
】

種
子
島
地
区
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

 　
　
☎
㉘
３
６
３
３

◆
介
護
者
交
流
会
◆

◆
介
護
者
交
流
会
◆

　

南
種
子
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
介
護
者
交
流
会

を
年
４
回
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

在
宅
で
介
護
を
さ
れ
て
い
る

方
や
介
護
の
経
験
の
あ
る
方
を

対
象
に
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
仲

間
同
士
が
集
い
、
話
を
す
る
こ

と
で
、
介
護
を
す
る
方
の
気
持

ち
の
整
理
や
負
担
の
軽
減
に
繋

げ
る
も
の
で
す
。

　

内
容
は
、
そ
の
時
期
に
応
じ

た
制
作
や
花
見
、
遠
足
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
春
の
制
作
で

は
、
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
入
れ

物
を
作
り
ま
し
た
。
思
い
思
い

の
飾
り
付
け
を
行
い
、
素
敵
な

作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
こ
の
会
で
皆
と
会
っ

て
話
を
す
る
と
元
気
に
な
れ
る
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
る
方

も
い
て
、
私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
も

元
気
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　

一
時
的
に
介
護
か
ら
離
れ
て
、

外
出
の
機
会
を
持
ち
、
介
護
者

間
の
交
流
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
日
頃
の
思
い
を
話
す
だ
け

で
、
心
が
軽
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
一
人
で
抱
え
込
ま
な

い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の

い
つ
ま
で
も
元
気
に
こ
の
ま
ち
ま
ち
で
…
で
…

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

☎☎
㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５

㉔
１
６
６
０
・
㉖
２
０
３
５
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会
長
の
小
園
裕
康
町
長
を
は
じ
め

と
し
た
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
、
今
年

度
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今

年
度
も
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て

町
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
活
動

に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
９
月
27
日（
土
）浜
田
海
水
浴
場
前
、

海
の
家
Ｂ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｈ
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
ジ
ャ
ズ
ド
ラ
マ
ー
三
上
麟

太
郎
さ
ん
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

ジ
ャ
ズ
公
演
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
三
上
麟
太
郎
】

　

東
京
都
出
身
、
中
学
生
の
こ
ろ
鹿

児
島
県
口
永
良
部
島
へ
山
海
留
学
。

２
０
２
３
年
山
海
留
学
で
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
作
曲
し
た
ア
ル

バ
ム
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ 

Ｆ
ｉ
ｓ
ｈ
を
リ

リ
ー
ス
。

【
バ
ン
ド
メ
ン
バ
ー
】

　
三
上
麟
太
郎
‐
ド
ラ
ム

　
村
上
和
帆
‐
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

　
藤
原
亜
利
奈
‐
ピ
ア
ノ

　
小
西
佑
果
‐
ベ
ー
ス

【
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
午
前
：
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
午
後
：
ジ
ャ
ズ
公
演

　

詳
し
く
は
、
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

　

種
子
島
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
５
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　
11
月
８
日
～
11
月
24
日
（
土
日
祝
）

18
時
～
22
時

【
場
所
】

　
宇
宙
ヶ
丘
公
園・種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

※
星
の
洞
窟
は
11
月
22
日
（
土
）、
11

月
23
日
（
日
）

　

詳
し
く
は
、
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。
今
年
の
秋
冬
も
楽
し
み

ま
し
ょ
う
！

今
年
度
の
種
子
島
宇
宙
芸
術
祭
通

常
総
会
を
無
事
に
終
え
ま
し
た

三
上
麟
太
郎 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ 

Ｆ

ｉ
ｓ
ｈ 

Ｐ
ｒ
ｏ
ｊ
ｅ
ｃ
ｔ 

第

一
弾 

ｐ
ｒ
ｅ
ｓ
ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｄ 

ｂ
ｙ 

種
子
島
宇
宙
芸
術
祭(

仮)

種
子
島
ラ
イ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
５
開
催

三上麟太郎三上麟太郎
InstagramInstagram

昨年のライトフェスティバルの様子

宇宙芸術祭宇宙芸術祭
InstagramInstagram

　
町
で
は
、
今
年
度
乳
が
ん
検
診
を
受

診
さ
れ
て
い
な
い
方
を
対
象
に
、
左

記
の
と
お
り
乳
が
ん
検
診
を
実
施
し

ま
す
。
ま
だ
申
し
込
み
が
お
済
み
で

な
い
方
は
、
８
月
15
日
（
金
）
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

　
30
歳
以
上
の
女
性

◆
検
診
日

　
９
月
17
日
（
水
）
午
後

※
受
付
時
間
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
に
個
別
で
通
知

い
た
し
ま
す
。

◆
検
診
内
容

　
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査

◆
受
診
料
金

　
30
歳
～
49
歳　
２
０
０
０
円

　
50
歳
以
上　
１
５
０
０
円

　
70
歳
以
上　
無
料

　
（
年
度
年
齢
で
の
料
金
に
な
り
ま
す
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
く
ら
し
保
健
課　
健
康
増
進
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
３
２
）

乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　６月 21 日（土）、町中央公民館第１会議室に
おいて、今年度２回目の図書館劇場を開催しまし
た。
　今回は、パペットシアターゆめみトランクによ
る「かぐやひめ」「やぎのおはなし」が上演され、
幼児から大人まで 47 人の方が来場しました。プ
ロの演劇を間近で鑑賞した参加者からは、「本で
見るおはなしとは違う感じがして、おもしろかっ
た。」「２人で演じているとは思えないほどの演
出と表現力ですごかった。」などの感想が聞かれ、
楽しい時間を過ごしました。

第２回南種子町図書館劇場開催！！第２回南種子町図書館劇場開催！！

　6 月 22 日（日）神戸市において、トンミー
大使の関初美氏（島間出身）が主催する「種子
島トンミーの会」が開催されました。種子島の
魅力を多くの人に伝えたいと始まった本会は、
今回で 11 回目を迎え、約 110 人の方々が参加
しました。
　北は北海道から南は沖縄まで、種子島に行っ
たことがある、行ってみたい方々が一同に集ま
り、種子島の魅力を語り合い、交流を深めまし
た。

種子島トンミーの会種子島トンミーの会
　７月１日（火）町が指定する浜田海水浴場の
海開きが行われました。町内の観光関係者など
が出席し、期間中の安全を祈願した後、平山小
学校の児童による初泳ぎが行われました。子ど
もたちは一斉に海へ飛び込むと、波をジャンプ
したり、海中へもぐったりするなど、元気いっ
ぱい海水浴を満喫しました。
　浜田海水浴場は 8 月 31 日（日）
まで開設されます。安全に十分気を
つけて、夏の海を楽しんでください。

浜田海水浴場海開き浜田海水浴場海開き

　６月 19日（木）に開催された、第 13回鹿児島
県花き振興大会において、落水純子氏（島間）が
功労賞を受賞されました。
　落水氏は、フェニックスロベレニー生産者の組
織化と JA部会結成にご尽力され、2代目 JA ロべ
部会長として会員拡大と組織運営に大きく貢献さ
れました。また、県フラワーコンテストでは２回
特別賞を受賞されるなど、これまでの活動功績が
認められ、塩田知事より表彰されました。
　栄えある受賞、誠におめでとうございます。

第 13 回鹿児島県花き振興大会表彰第 13 回鹿児島県花き振興大会表彰

YouTubeYouTube
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　７月７日の七夕の日を前に、7月１日（火）、
あおぞら保育園の園児たちが、七夕飾りを役
場に届けてくれました。
　スイカの形の飾りや提灯、星飾りなど園児
たちが一生懸命作った飾りと、思い思いの願
い事が書かれた七夕飾りは、役場正面玄関に
置かれ、訪れる方々を和ませてくれました。
　園児のみなさん、ありがとうございました。

あおぞら保育園からの七夕飾りあおぞら保育園からの七夕飾り
　７月は法務省主唱の「第 75 回社会を明るく
する運動～犯罪や非行を防止し、立ち直りを
支える地域のチカラ～」の強化月間となって
います。
　７月 1 日（火）、町長室において「犯罪のな
い幸福な社会づくりの取り組み」などについ
て内閣総理大臣、鹿児島県知事からの協力・
支援依頼文が、本町保護司の皆さまから小園
裕康町長に手渡されました。

保護司要請行動保護司要請行動

　７月３日（木）前之峯ゲートボール場におい
て、町老連ゲートボール大会が開催され、30
チーム 173人が参加しました。
　当日は天候にも恵まれ、　和気あいあいの中、
どのチームも練習の成果を発揮しプレーを楽し
んでいました。結果は、上野Ｂチームが優勝し、
10 月に開催される「ゆめ・ときめき鹿児島」ね
んりん健康スポーツ大会へ出場される予定です。

町老連ゲートボール大会開催町老連ゲートボール大会開催
　７月２日（水）浜田海水浴場で、花峰小学
校のサーフィン教室が行われました。この教室
は、子どもたちに島の自然の素晴らしさを知っ
てもらおうと 15年前から続く恒例行事です。
　体育館とプールで基本を学んだ子どもたちは
（関連記事 21 ページ）、元気よく海へ飛び出す
と、最初はバランスが保てず海に落ちる様子も
見られましたが、すぐにコツをつかみ次々とテ
イクオフを決め、波乗りを楽しんでいました。

花峰小学校サーフィン教室（実践編）花峰小学校サーフィン教室（実践編）
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宇宙のまち話題Photo News
Photo News

　6 月 7 日（土）にちびっこくらぶ、6 月 28 日（土）に中央認定こども園の運動会がそれぞれ行わ
れました。保護者や祖父母など、応援に来てくれた人たちの声援を受ながら、かけっこやクラス競技
など、本番に向けて練習を行ってきたことを、精一杯がんばりました。

ちびっこくらぶ・中央認定こども園運動会ちびっこくらぶ・中央認定こども園運動会

ちびっこくらぶ

　7 月 8 日（火）種子島高校で、１市２町の関
係者が出席し、安納いもバイオ苗引き渡し式が
行われました。種子島高校では、生物生産科の
生徒が実習でバイオ苗を培養し、毎年島内の育
苗施設へ配布しています。
　生徒代表あいさつでは、「秋までに予定量を出
荷できるよう、これからも安納いも苗の生産を
継続していきたい」と述べられました。
　今後は各市町の育苗施設において、令和８年
産用の苗として増殖され、生産者のもとへ届く
予定です。

安納いもバイオ苗引き渡し式安納いもバイオ苗引き渡し式
　大川小学校の正門横のリュウゼツランが、黄
色い花を咲かせました。アロエのような肉厚
の葉っぱ、アスパラガスのような太い茎を持つ
リュウゼツランは、メキシコ原産の多肉植物で、
数十年という長い年月をかけて開花し、その後
はゆっくりと枯れていくため、「センチュリープ
ラント」（百年に一度の植物）とも呼ばれます。
　空に向かってまっすぐに、大きく伸びるその
姿は、大川小学校の子どもたちと通じるものを
感じました。

リュウゼツランが咲きました！リュウゼツランが咲きました！

 中央認定こども園
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InformationInformation
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
出
張
相

談
を
行
い
ま
す

　
「
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
！

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
し
て

南
種
子
町
役
場
で
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
熊
毛
の
職
員
が
出

張
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

ひ
と
り
親
の
方
へ
の
支

援
が
メ
イ
ン
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
が
、
ご
相
談

の
あ
る
方
は
ど
な
た
で
も

利
用
可
能
で
す
。
お
仕
事

の
探
し
方
、
求
人
の
検
索

方
法
や
履
歴
書
の
書
き
方

な
ど
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　
８
月
29
日
（
金
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

◆
場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
１
階

　
東
側
会
議
室

◎
問
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
熊
毛

☎
㉒
１
３
１
８

　
役
場
福
祉
事
務
所
福
祉
年
金
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
２
）

８
月
は
人
権
同
和
問
題

啓
発
強
調
月
間
で
す

　
「
人
権
」
は
、
す
べ
て

の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に

持
っ
て
い
る
、
人
間
が
人

間
ら
し
く
生
き
て
い
く
た

め
の
、
誰
か
ら
も
侵
さ
れ

な
い
基
本
的
な
権
利
で
あ

り
、
ま
た
、
個
人
と
し
て

尊
重
さ
れ
、
安
全
で
安
心

し
て
生
活
を
送
る
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
権

利
で
す
。

　

全
て
の
人
の
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
が
、
自
分
の
人
権

だ
け
で
は
な
く
、
他
人
の

人
権
に
つ
い
て
も
正
し
く

理
解
し
、
一
人
ひ
と
り
の

多
様
性
を
認
め
合
う
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た

の
身
近
な
こ
と
か
ら
人
権

に
つ
い
て
考
え
、
そ
し
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問
＝
役
場
総
務
課
戸
籍

住
民
係

☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
１
０
）

全
国
一
斉
「
こ
ど
も
の

人
権
相
談
」
強
化
週
間

　

学
校
に
お
け
る
「
い
じ

め
」
や
家
庭
内
に
お
け
る

児
童
虐
待
な
ど
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
こ
ど
も
を
め
ぐ
る

様
々
な
人
権
問
題
の
解
決

を
図
る
た
め
の
人
権
相
談

活
動
を
強
化
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
下
記
の
と

お
り
専
用
相
談
電
話
「
こ

ど
も
の
人
権
相
談
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
内
容
は
、
い
じ
め
、

体
罰
、
虐
待
な
ど
内
容
は

問
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
相
談
に
は
法
務

局
職
員
又
は
人
権
擁
護
委

員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。

◆
実
施
機
関

　
鹿
児
島
地
方
法
務
局

　

鹿
児
島
県
人
権
擁
護
委

　
員
連
合
会

◆
実
施
日

　
８
月
27
日
（
水
）
か
ら  

   

９
月
２
日
（
火
）
ま
で

◆
実
施
時
間

【
平
日
】　

　
午
前
８
時
30
分
か
ら

   

午
後
7
時
ま
で

【
土
・
日
】

　
午
前
10
時
か
ら

　
午
後
５
時
ま
で

◆
電
話
番
号

こ
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

（
無
料
）

◎
問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局

人
権
擁
護
課

☎
０
９
９
（
２
１
９
）
２
１
７
０

農
業
経
営
を
守
る
た
め

に
収
入
保
険
に
加
入
し

ま
し
ょ
う

　
収
入
保
険
は
、
全
て
の
農

産
物
を
対
象
に
、
自
然
災
害

や
市
場
価
格
の
低
下
だ
け
で

は
な
く
、
け
が
や
病
気
、
盗

難
な
ど
の
農
業
者
の
経
営
努

力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
広
く
補
償
す
る
国
の

制
度
で
す
。
対
象
は
青
色
申

告
を
行
っ
て
い
る
農
業
者
で

す
が
、現
在
白
色
申
告
で
も
、

青
色
申
告
に
切
り
替
え
る
こ

と
で
、
翌
年
か
ら
加
入
で
き

ま
す
。

◆
申
込
先

　
鹿
児
島
県
農
業
共
済
組
合

◆
令
和
８
年
分
加
入
申
込
期
限

　
12
月
末
日

※
詳
し
く
は
、
農
業
共
済
組

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◎
問
＝
鹿
児
島
県
農
業
共
済

組
合
（
本
所
）

☎
０
９
９
（
２
５
５
）
６
１
６
１

県
庁
農
業
経
済
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
１
３
４
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情報ひろば
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
を
ご
存
知
で
す
か

　

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
は
、
顧
客
な
ど
か

ら
の
著
し
い
迷
惑
行
為
の

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
暴

行
や
脅
迫
、
ひ
ど
い
暴
言
、

不
当
な
要
求
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
、
中
に
は
犯
罪
行
為
に

当
た
る
可
能
性
の
あ
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。
ク
レ
ー

ム
を
伝
え
る
と
き
は
、
感
情

的
に
な
っ
て
い
る
と
判
断

を
誤
る
可
能
性
も
高
く
な

る
の
で
、
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
厚
生
労
働
省
で

は
、
事
業
主
向
け
の
対
策

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ポ
ス
タ
ー

の
配
布
や
研
修
用
動
画
の

配
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◎
問
＝
県
庁
雇
用
労
政
課

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
３
０
１
７

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で

（
子
ど
も
と
若
者
の
た

め
の
相
談
窓
口
）

　
「
か
ご
し
ま
子
ど
も
・
若

者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
」

で
は
、
不
登
校
、
ひ
き
こ

も
り
、
ニ
ー
ト
、
フ
リ
ー

タ
ー
な
ど
の
相
談
に
対
応

し
、
相
談
内
容
に
応
じ
て

助
言
や
専
門
機
関
・
団
体

等
の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。

 

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

で
、
ま
ず
は
相
談
し
て
み

ま
せ
ん
か
。（
相
談
無
料
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

◆
相
談
受
付
日
・
時
間

【
面
接
相
談
】

　

火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま

で
の
午
前
10
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で

※
必
ず
電
話
で
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
】

火
曜
日
か
ら
日
曜
日
ま
で

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
５

時
ま
で

※
受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

【
メ
ー
ル
相
談
】

Ｈ
Ｐ
内
の
相
談
専
用

フ
ォ
ー
ム
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。（「
か
ご
し

ま
子
ど
も
・
若
者
相
談
」

で
検
索
）

◎
問
＝
か
ご
し
ま
子
ど
も
・

若
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
５
７
）
８
２
３
０

強
引
な
訪
問
購
入
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
！

　

町
内
に
お
い
て
、
不
用

品
を
買
い
取
る
訪
問
購
入

に
関
す
る
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
訪
問
購
入

に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
、
突

然
訪
問
し
て
勧
誘
し
た
り
、

事
前
に
承
諾
し
た
物
品
以

外
の
物
品
の
売
却
を
求
め

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
ら

消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
消
費
者
生
活
相
談
窓
口

〇
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
１
８
８
（
局
番
な
し
）

〇
鹿
児
島
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

☎
０
９
９
（
２
２
４
）
０
９
９
９

〇
南
種
子
町
消
費
生
活
相
談

窓
口
（
企
画
課
観
光
ま
ち

づ
く
り
係
）

☎
㉖
１
１
１
１

 

令
和
８
年
度
学
生
募
集
に

向
け
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。
食

を
支
え
、
農
業
に
興
味
の

あ
る
学
生
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時

　
８
月
26
日
（
火
）

　

午
前
９
時
40
分
か
ら
午

　
後
３
時
ま
で

◆
場
所

　
農
業
大
学
校
内

◆
参
加
費

　

６
５
０
円
（
昼
食
代
）　

　

※
前
泊
希
望
者
は
参
加

費
と
は
別
に
２
１
５
０
円

（
１
泊
２
食
付
き
）

◆
申
込
方
法

　

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
農

業
大
学
校
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。）

◆
申
込
期
限

　
８
月
８
日
（
金
）

　

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
農
業
大
学
校
」
で

検
索
）

◎
問
＝
農
業
大
学
校
教
修
部

教
務
指
導
課

☎
０
９
９
（
２
４
５
）
１
０
７
１

令
和
７
年
度
第
３
回

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
催



　

６
月
21
日
（
土
）
に
「
や
よ
い
の
里
」
の
福
田
綾
子

さ
ん
を
講
師
に
お
招
き
し
、
郷
土
料
理
体
験
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
種
子
島
の
保
存
食
と
し
て
伝
統
的

に
作
ら
れ
て
き
た
「
角
ま
き
」
づ
く
り
に
挑
戦
。
初
め

は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
巻
く
こ
と
が
で
き
ず
苦
戦
す

る
人
も
い
ま
し
た
が
、
次
第
に
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
い
き

ま
し
た
。
蒸
し
あ
が
っ
た
時
、
中
身
が
こ
ぼ
れ
て
い
な

い
か
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
が
、
最
高
の
仕
上
が
り
に
み

ん
な
安
堵
の
表
情
と
喜
び
の
笑
顔
が
広
が
り
ま
し
た
。

で
き
た
て
の
角
ま
き
を
初
め
て
食
べ
た
人
も
い
て
、
と

て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
郷
土
の
伝
統

を
知
る
１
日
に
も
な
り
ま
し
た
。
福
田
綾
子
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平山平山小学校小学校

　

７
月
２
日
（
水
）、
透
き
通
る
よ
う
な
青
空
の
下
、

校
内
水
泳
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
６
月
の
プ
ー
ル
開
き
よ
り
約
１
カ
月
、
子
供
た
ち
は

こ
の
日
に
向
け
て
練
習
に
励
ん
で
き
ま
し
た
。
応
援
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
お
う
ち
の
方
々
の
前
で
、
そ
の
成
果

を
披
露
し
ま
し
た
。
１・
２
年
生
は
し
っ
か
り
と
顔
を

浸
け
て
水
に
親
し
む
姿
、
３・
４
年
生
は
大
プ
ー
ル
で

足
を
着
け
ず
に
泳
ぎ
切
る
姿
、
５・
６
年
生
は
50
ｍ
や

１
０
０
ｍ
に
挑
戦
す
る
姿
と
、
発
達
段
階
に
応
じ
た
大

き
く
成
長
し
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

水
分
補
給
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
力
を
出
し

切
っ
た
満
足
感
や
、
お
う
ち
の
人
へ
の
感
謝
の
思
い
な

ど
が
、
子
供
た
ち
か
ら
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
７
月
２
日
（
水
）
は
、
１・
２
年
生
保
護
者

対
象
の
給
食
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ナ
室
で
、
普
段
よ
り
重
い
食
缶
・

食
器
を
受
け
取
り
、
張
り
切
っ
て
準
備
に
励

む
子
供
た
ち
。
見
守
る
保
護
者
の
方
た
ち
に
、

「
こ
れ
は
ね
、
こ
う
し
て
る
ん
だ
よ
。」
と
、

得
意
気
に
給
食
時
の
き
ま
り
な
ど
を
説
明
す

る
様
子
も
見
ら
れ
ま
し
た
。「
家
で
食
べ
る

よ
り
も
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
い
ま
す
ね
。」「
本

当
に
久
し
ぶ
り
の
給
食
、
お
い
し
い
で
す
！
」

と
い
う
声
も
聞
か
れ
、
子
供
た
ち
も
、
保
護

者
の
み
な
さ
ん
も
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
時
間

と
な
り
ま
し
た
。

　

毎
日
の
お
い
し
い
給
食
へ
の
感
謝
と
、
み

ん
な
で
和
や
か
に
食
べ
る
楽
し
さ
を
か
み
し

め
た
試
食
会
で
し
た
。

茎南茎南小学校小学校 《
お
い
し
い
ね
！
》

家
庭
教
育
学
級

　
　
　
　

～
郷
土
料
理
体
験
～

「
水
泳
大
会
、
が
ん
ば
っ
た
よ
」

西野西野小学校小学校

広報みなみたね　2025 年 8 月号　20



　
６
月
14
日
（
土
）、
子
供
た
ち
と
保
護
者
が
一

堂
に
体
育
館
に
集
ま
り
ま
し
た
。
歯
み
が
き
親

子
教
室
で
す
。
ま
ず
は
教
職
員
に
よ
る
、劇
「
虫

歯
が
で
き
る
ま
で
」。
歯
み
が
き
を
怠
る
子
供

の
口
の
中
で
は
、
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
菌
と
プ
ラ
ー

ク
が
砂
糖
と
一
緒
に
な
っ
て
大
暴
れ
…
。
虫
歯

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
学
ん
だ
後
は
、
養
護
教
諭
に

よ
る
歯
み
が
き
の
正
し
い
磨
き
方
講
座
。
染
め

出
し
液
を
使
っ
て
磨
け
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
確

認
し
、保
護
者
な
ど
に
よ
る
仕
上
げ
磨
き
で
ぴ
っ

か
ぴ
か
に
な
り
ま
し
た
。
長
谷
小
学
校
は
「
む

し
歯
治
療
率
１
０
０
％
、
罹
患
率
50
％
以
下
」

達
成
を
目
標
に
し
、
今
後
も
引
き
続
き
歯
み
が

き
指
導
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

長谷長谷小学校小学校

歯
み
が
き
、
上
手
か
な
？

　

今
年
度
も
、
本
校
で
は
地
域
の
読
書

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

朝
の
時
間
に
教
室
を
訪
れ
、
絵
本
や

物
語
を
丁
寧
に
読
ん
で
く
だ
さ
る
こ
の

活
動
は
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
と
て
も

楽
し
み
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
子

供
た
ち
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
温

か
な
語
り
口
に
耳
を
傾
け
、
物
語
の
世

界
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
子
供
た
ち
が
本
を
身
近
に

感
じ
、
豊
か
な
心
を
育
ん
で
い
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
活
動

島間島間小学校小学校

　

７
月
２
日
（
水
）
に
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
絶
好
の
天
気
、
最
高
の
波
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

６
月
に
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
と
プ
ー
ル
で
波
乗
り
の
基
本
を
学

ん
で
い
た
子
供
た
ち
は
、
講
師
の
先
生
の
教
え
ど
お
り
、
パ

ド
リ
ン
グ
か
ら
テ
イ
ク
オ
フ
と
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
し
、
上
手

に
波
乗
り
で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
ノ
リ
ノ
リ
で
波
乗
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
そ
し
て
、
な
ん
と
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

全
員
ボ
ー
ド
の
上
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
素
晴
ら
し

い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
っ

た
「
ｓ
ｅ
ｅ
ｄ　
ｓ
ｕ
ｒ
ｆ
」
の
佐
藤
勝
さ
ん
は
じ
め
「
南

種
子
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
」
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
！

「
サ
ー
フ
ィ
ン
教
室
」
ノ
リ
ノ
リ
波
乗
り
！

花峰花峰小学校小学校
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ＨＨ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
最
終
号
機

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
最
終
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功

　
　
　
　
　
　
　
　
　

打
上
げ
成
功
‼‼

　
温
室
効
果
ガ
ス
・
水
循
環
観
測
技
術

衛
星
「
い
ぶ
き
Ｇ
Ｗ
」（
Ｇ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｔ

‐
Ｇ
Ｗ
）
を
搭
載
し
た
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ

ケ
ッ
ト
50
号
機
は
、
２
０
２
５
年
６
月

29
日
１
時
33
分
03
秒
（
日
本
標
準
時
）

に
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー
大
型
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
場
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。
16
分
07
秒
後
に
は
所
定
の
軌
道
で

衛
星
を
分
離
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、

打
上
げ
は
成
功
し
ま
し
た
。

　
Ｈ
‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
は
２
０
０
１
年

の
試
験
機
１
号
機
の
打
上
げ
以
来
、
日

本
の
主
力
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
多
種
多
様

な
人
工
衛
星
・
探
査
機
を
打
ち
上
げ
て

き
ま
し
た
が
、
今
回
の
50
号
機
の
打
上

げ
を
も
っ
て
、
そ
の
歴
史
に
ピ
リ
オ
ド

を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
基

幹
ロ
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
役
割
を
Ｈ
３
ロ

ケ
ッ
ト
に
引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
Ｈ

‐
Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
上
げ
を
長
き
に

わ
た
り
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様

に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
宇
宙
科
学
技
術
館
で
は
試
験

機
１
号
機
か
ら
49
号
機
ま
で
の
打
上
げ

写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。　

　
　Ｈ

Ｔ
Ｖ

Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
の
機
体
公
開
が
行
わ
れ
ま

Ｘ
の
機
体
公
開
が
行
わ
れ
ま

し
た
し
た

　
今
年
度
中
に
Ｈ
３
ロ
ケ
ッ
ト
に
搭
載

し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る
予
定
の
新
型
宇

宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
（
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
）の
機
体
が
、種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
報
道
機
関
に
向
け
公
開
さ
れ

ま
し
た
。

　
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）

へ
の
物
資
輸
送
は
、
宇
宙
飛
行
士
の
生

活
や
科
学
実
験
に
必
要
不
可
欠
で
す
。

２
０
２
０
年
ま
で
そ
の
役
割
を
担
っ
て

き
た
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機
「
こ

う
の
と
り
」
の
後
継
機
と
し
て
開
発
が

進
め
ら
れ
て
き
た
の
が「
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐
Ｘ
」

で
す
。

　
「
こ
う
の
と
り
」
の
優
位
性
を
維
持

し
な
が
ら
輸
送
能
力
や
運
用
性
を
向
上

さ
せ
、
さ
ら
に
将
来
の
様
々
な
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
対
応
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
備

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
物

資
輸
送
を
終
え
た
後
、
最
長
１
年
半
の

軌
道
上
で
の
実
験
用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。
Ｈ
Ｔ
Ｖ
‐

Ｘ
を
活
用
し
た
新
た
な
技
術
の
開
発

や
、社
会
へ
の
応
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
観
測
し
よ
う

ペ
ル
セ
ウ
ス
座
流
星
群
を
観
測
し
よ
う

　
三
大
流
星
群
に
も
数
え
ら
れ
、
毎
年

多
く
の
流
星
が
観
察
さ
れ
る
ペ
ル
セ
ウ

ス
座
流
星
群
。
夏
休
み
の
時
期
な
の
で

最
も
観
察
し
や
す
い
流
星
群
と
い
え
ま

す
が
、
今
年
は
月
が
明
る
く
条
件
は
あ

ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
出
現
期
間
は

７
月
中
旬
か
ら
で
す
が
、
見
や
す
い
時

期
は
８
月
11
日
か
ら
13
日
頃
で
、
極
大

は
８
月
13
日
午
前
５
時
頃
で
す
。
月
明

か
り
に
負
け
な
い
、
明
る
い
流
星
に
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館

８
月
の
宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　
　
　
　
　

開
館
情
報
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

開
館
情
報
に
つ
い
て

　
宇
宙
科
学
技
術
館
は
、
８
月
中
は
休

館
日
な
し
で
毎
日
開
館
予
定
で
す
。（
天

候
や
作
業
に
よ
る
臨
時
休
館
が
発
生
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
施
設
案
内
バ
ス

ツ
ア
ー
も
開
館
日
に
合
わ
せ
て
１
日
３

便
運
行
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、カ
フ
ェ
テ
リ
ア「
宙
飯
屋
」は
、

土
日
祝
日
は
定
休
日
で
す
が
、
８
月
３

日
（
日
）、
10
日
（
日
）
は
臨
時
営
業

し
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

宇宙宇宙
センターセンター
ニュースニュース

宇宙科学技術館　☎㉖ 9244
（内容は７月２日現在）

H ‐ Ⅱ A ロケット 50 号機
の打上げ

HTV ‐Ｘの
機体公開の様子
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マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

　
　
　

　
公
立
種
子
島
病
院

　
　
　
　
　
　
　
　
医
事
課
　
中
脇
　
智
美

　
み
な
さ
ん
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健

康
保
険
証
と
し
て
使
う
た
め
の
利
用
登
録
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か
。

　

現
行
の
保
険
証
は
、
保
険
証
に
記
載
さ

れ
て
い
る
有

効
期
限
ま

で
、
保
険
証

に
有
効
期
限

の
記
載
が
な

い
場
合
は

２
０
２
５
年

12
月
１
日
ま

で
使
用
で
き
、

以
降
は
原
則

マ
イ
ナ
保
険

証
を
利
用
し

て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
方
や
、
持
っ
て
い
て
も
健
康
保

険
証
と
し
て
登
録
し
て
い
な
い
方
に
つ
い
て

は
「
資
格
確
認
書
」
で
こ
れ
ま
で
通
り
保
険

診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
マ
イ
ナ

保
険
証
を
利
用
し
、
情
報
提
供
に
同
意
す
る

こ
と
で
、
過
去
の
お
薬
情
報
や
特
定
健
診
な

ど
の
情
報
を
共
有
で
き
、
よ
り
良
い
医
療
を

受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

高
額
な
医
療
費
が
発
生
す
る
場
合
で
も
、
医

療
機
関
で
限
度
額
適
用
認
定
証
の
情
報
も
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
手
続
き
な
し

で
限
度
額
を
超
え
る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

　
医
療
機
関
の
受
診
の
際
に
は
、
マ
イ
ナ
保

険
証
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

健健
ひひ
公
立
種
子
島
病
院

　
☎
㉖
１
２
３
０

康康
ろろばば

【８月の診療体制】
診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

 9 時～
     12時  
受付
7時30 分   
　～11時

小児科 鹿大派遣医師
（8日・22日）

内科 藤田
三宅

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

眼科・耳鼻咽喉科・
消化器内科 鹿大　眼科　 4日～5日

18日～19日
○毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科
カメラ検査整形外科・リウマ

チ科・精神科
○毎週

整形医師
物忘れ・ストレス
ケア外来（20日）

リウマチ科
7日・21日

診療時間 診療科 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

14時～　
　１７時

受付
8 時30 分
   ～16時

小児科 鹿大派遣医師
（8日・22日）

内科 藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井

藤田
荒井
三宅

眼科・耳鼻咽喉科・
消化器内科 鹿大　眼科 4日～5日

18日～19日
〇毎週

鹿大 耳鼻咽喉科 消化器内科
カメラ検査整形外科・リウマ

チ科・精神科
物忘れ・ストレス
ケア外来（20日）

リウマチ科
7日・21日

午  前

午  後

火曜日の整形外科の受診を希望される方は､ 必ず来院前に電話でのお問い合わせをお願いします。

※ 8/11（月祝）は当番医
※ 休診日：8/14（木）・8/15（金）
※ 夜間、休日は外来対応しておりません。休日は当番医の受診をお願いします。

23　広報みなみたね　2025 年 8 月号



広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
開

館
10
周
年
記
念 

特
別
企
画
展

「
広
田
遺
跡
出
土
品
里
帰
り
展

２
０
２
５
」

　
国
史
跡
広
田
遺
跡
及
び
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
は
平
成
27
年
３
月
１
日
に
開
館
し
、

今
年
で
10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ

を
記
念
し
、
現
在
、
特
別
企
画
展
「
広

田
遺
跡
出
土
品
里
帰
り
展
２
０
２
５
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
黎
明
館
所
蔵
の

広
田
遺
跡
出
土
品
（
国
重
要
文
化
財
）

の
展
示
に
加
え
、
こ
れ
ま
で
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
の
10
年
の
あ
ゆ
み
に
つ
い
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
は
、観
覧
無
料
に
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
ご

来
館
く
だ
さ
い
。

　
10
周
年
記
念
特
別
企
画
展
「
広
田
遺

跡
出
土
品
里
帰
り
展
２
０
２
５
」

【
期
間
】
７
月
19
日
（
土
）
～
９
月
15

　
　
　

  

日
（
祝
月
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

　
　
　

     

翌
日
）

【
観
覧
料
】
企
画
展
期
間
中
無
料

■
体
験
学
習
講
座
（
参
加
費
無
料
）

「
南
種
子
町
の
盆
行
事
を
体
験
し
よ
う
！

～
ミ
ニ
チ
ュ
ア
水
棚
を
つ
く
ろ
う
～
」

　
南
種
子
町
の
盆
行
事
に
関
す
る
講
話

に
加
え
、
精
霊
様
を
お
迎
え
す
る
水
棚

の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
を
作
り
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
９
日
（
土
）
13
時
～
15
時

【
講
師
】
石
垣
悟
（
國
學
院
大
學
准
教

　
　
　

  

授
）・ 

向
井
良
隆
（
町
文
化

　
　
　

  

財
保
護
審
議
委
員
）

【
定
員
】
20
名
（
小
学
４
年
～
中
学
生
）

　
　
　

 

※
先
着
順

■
記
念
講
演
会
（
参
加
費
無
料
）

「
広
田
遺
跡 
こ
れ
ま
で
の
あ
ゆ
み
と
こ

れ
か
ら
の
可
能
性
」

　
広
田
遺
跡
発
掘
調
査
か
ら
指
定
に
至

る
ま
で
文
化
庁
主
任
調
査
官
（
当
時
）

と
し
て
サ
ポ
ー
ト
く
だ
さ
っ
た
、
禰
冝

田
先
生
に
広
田
遺
跡
の
魅
力
と
そ
の
可

能
性
に
つ
い
て
、講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

【
日
時
】
８
月
31
日(

日) 

15
時
～
16

　
　
　

  

時
半

【
講
師
】
禰
冝
田
佳
男
（
大
阪
府
立
弥

　
　
　

  

生
文
化
博
物
館
館
長
）

【
定
員
】
40
名　
※
先
着
順

　
問
い
合
わ
せ
先
：
☎
㉔
４
８
１
１

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

広
田
遺
跡
ミュー
ジ
ア
ム
だ
よ
り

徘
徊
感
知
器
ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
い
つ
も
）

３
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
徘
徊
感
知
器
「
ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
（
い

つ
も
）
３
」
と
は
、
ご
自
宅
に
設
置

す
る
ブ
ザ
ー
と
、
ご
本
人
の
普
段
履

き
の
靴
（
専
用
の
靴
も
あ
り
ま
す
）

の
甲
に
取
り
付
け
ら
れ
る
小
型
の
ブ

ザ
ー
を
利
用
し
て
、
認
知
症
の
方
な

ど
が
意
図
せ
ず
に
外
出
さ
れ
た
際
に
、

ご
家
族
や
介
護
者
へ
お
知
ら
せ
す
る

シ
ス
テ
ム
で
、
次
の
よ
う
な
機
能
が

あ
り
ま
す
。

①
外
出
を
検
知
し
て
お
知
ら
せ

　
ご
自
宅
の
出
入
り
口
に
設
置
し
た

「
ブ
ザ
ー
親
機
」
と
身
に
着
け
る
「
ブ

ザ
ー
子
機
」
が
離
れ
る
と
、
ブ
ザ
ー

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
で
場
所
が
わ
か
る

　
万
が
一
、
外
出
さ
れ
た
場
合
で
も
、

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
に
よ
り
、
お
手
元
の
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
、
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
ご
本
人
様
の
現
在
地
を
確

認
で
き
ま
す
。

　
「
家
族
が
知
ら
な
い
間
に
外
出
し
て

し
ま
わ
な
い
か
心
配
…
」
と
い
っ
た
、

認
知
症
の
ご
家
族
の
徘
徊
に
お
悩
み

の
方
、
ご
家
族
だ
け
で
見
守
る
こ
と

に
限
界
を
感
じ
て
い
る
方
、
そ
の
よ

う
な
方
々
の
お
悩
み
を
少
し
で
も
軽

減
で
き
る
よ
う
に
、
当
事
業
所
で
は
、

徘
徊
感
知
器
「
ｉ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
（
い

つ
も
）
３
」
を
取
り
扱
っ
て
い
る
業

者
様
と
提
携
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
介
護
保
険
適
用
、
ま
た
、
認
定

を
受
け
て
い
な
く
て
も
実
費
導
入
も

可
能
で
す
。
話
を
聞
い
て
み
た
い
、

相
談
し
た
い
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ま
た
は
当

事
業
所
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。（
詳
細
は
、９
月
１
日
発
行
の「
社

協
だ
よ
り
」
に
も
掲
載
し
ま
す
。）

南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３南種子町社会福祉協議会　☎㉖１７０３

広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
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年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ

年
金
相
談
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
さ
い

　
鹿
児
島
北
年
金
事
務
所
に
よ
る

年
金
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
年
金

請
求
に
か
か
る
各
種
申
請
手
続
き

や
こ
れ
ま
で
の
加
入
記
録
の
確
認

お
よ
び
修
正
、
将
来
の
受
給
見
込

額
の
試
算
な
ど
、
年
金
に
関
係
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

に
つ
い
て
は
、
事
前
予
約
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
役
場

福
祉
事
務
所 

福
祉
年
金
係
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■ 

日
時

　
８
月
６
日
（
水
）

　
午
前
11
時
～
午
後
５
時

■ 

場
所

　
役
場
研
修
セ
ン
タ
ー
２
階

　
大
会
議
室

■ 
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
事
務
所
福
祉
年
金
係

　
☎
㉖
１
１
１
１
（
内
線
１
８
２
）

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
案
内

　
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
見

込
額
を
確
認
し
、
将
来
の
生
活
設

計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

い
つ
で
も
ご
自
身
の
年
金
記
録
を

確
認
で
き
る
ほ
か
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
を

設
定
し
た
上
で
、
年
金
見
込
額
の

試
算
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保
険

料
の
口
座
振
替
申
出
等
の
電
子
申

請
や
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
の
確
定
申
告

で
利
用
可
能
な
控
除
証
明
書
な
ど

の
電
子
デ
ー
タ
の
取
得
が
で
き
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

【
Ｕ
Ｒ
Ｌ
お
よ
び
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
】

https://w
w

w
.nenkin.go.jp/n_

net/
年
金
だ

役
場
福
祉
事
務
所

役
場
福
祉
事
務
所  

福
祉
年
金
係　

☎

福
祉
年
金
係　

☎
㉖㉖
１
１
１
１
（
１
８
２
）

１
１
１
１
（
１
８
２
）

よ

り

町
立
図
書
館
だ
よ
り

　

～
毎
月
23
日
は
こ
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
～　
☎
㉖
６
６
９
０

★
夏
休
み
は
図
書
館
へ
！

★
夏
休
み
は
図
書
館
へ
！

「
特
別
貸
出
期
間
」

　

日
時
：
８
月
１
日
（
金
）
～
31
日

　
　
　
　
（
日
）
ま
で

　

通
常
は
ひ
と
り
最
大
５
冊
ま
で
・
２
週

間
の
貸
出
期
間
の
と
こ
ろ
、
特
別
貸
出
期

間
中
は
、
ひ
と
り
最
大
10
冊
ま
で
・
３
週

間
の
あ
い
だ
、
本
を
借
り
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

夏
休
み
の
宿
題
の
た
め
の
本
を
借
り
た

り
、
２
週
間
で
は
読
み
切
れ
な
い
よ
う
な

大
作
を
、
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

近
年
の
夏
は
、
命
の
危
険
を
感
じ
る
ほ

ど
の
暑
さ
で
す
。
涼
し
い
室
内
で
読
書
を

し
、
い
つ
も
と
は
違
う
夏
の
楽
し
み
方
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

★
令
和
７
年
度　

第
２
回

★
令
和
７
年
度　

第
２
回

　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
劇
場

　
　
　
　
　
　
　
　

図
書
館
劇
場

　
６
月
21
日
（
土
）、
中
央
公
民
館
第
一
会

議
室
に
お
い
て
、
今
年
度
２
回
目
の
「
図

書
館
劇
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
パ
ペ
ッ
ト
シ
ア
タ
ー
ゆ
め
み

ト
ラ
ン
ク
に
よ
る「
や
ぎ
の
お
は
な
し
」「
か

ぐ
や
ひ
め
」
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

精
巧
な
パ
ペ
ッ
ト
（
人
形
）
が
ま
る
で

生
き
て
い
る
か
の
よ
う
に
自
在
に
動
き
、

子
ど
も
も
大
人
も
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。
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広
田
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た

人
骨
は
、
平
均
身
長
が
成
人
男
性

で
１
５
４
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
成
人

女
性
で
１
４
２
．
８
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
す
。
当
時
の
北
部
九
州
弥

生
人
の
成
人
男
性
の
平
均
身
長
は

１
６
３
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
す
か

ら
、
広
田
人
は
と
て
も
小
柄
な
人

た
ち
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、

出
土
し
た
ほ
と
ん
ど
の
人
骨
は
後

頭
部
が
扁
平
な
絶
壁
頭
を
し
て
い

ま
し
た
。
広
田
人
は
道
具
を
使
っ

て
意
図
的
に
頭
蓋
骨
を
変
形
さ
せ

て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
こ
う
し

た
習
俗
を
持
つ
人
々
は
日
本
で
は

確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

出
土
し
た
人
骨
の
多
く
は
、
健
康

な
歯
を
抜
く
抜
歯
を
し
て
い
ま
し

た
。
広
田
人
の
抜
歯
は
上
あ
ご
の

側
切
歯
や
犬
歯
を
１
本
だ
け
抜
く

珍
し
い
抜
歯
方
法
で
す
。
抜
歯
は

成
人
儀
礼
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
広
田
人
も
こ
う
し
た
成
人

儀
礼
と
し
て
行
っ
て
い
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

広
田
人
は
、
日
本
列
島
の
他
の

地
域
に
は
み
ら
れ
な
い
独
特
の
身

体
的
特
徴
や
文
化
を
も
っ
た
人
た

ち
で
す
。
彼
ら
が
ど
こ
か
ら
き
て
、

ど
こ
へ
消
え
た
の
か
、
い
ま
だ
謎

に
つ
つ
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
骨
の
特
徴

わが家のわが家のアイドルアイドル

ご家族からひとこと

三
み や ま

山　大
た お

鳳ちゃん
令和 3 年 8 月 12 日生まれ
大作さん・めぐみさんの女の子（平山）

恥ずかしがりやの大鳳ですが、家族にしか見せな
い創作ダンスや歌唱は家族を楽しませてくれる我
が家のスーパーアイドルです。
この調子で元気に大きくなってね！

ご家族からひとこと

西
にしぞの

園　天
そ ら と

音くん
令和 3 年 7 月 30 日生まれ
竜太さん・智秋さんの男の子（西海）

だだんだんとマリオが大好きなそらとへ
いつもニコニコ大きな声で歌を歌って
家族みんなを笑顔にしてくれてありがとう♪
ゆっくりマイペースでいいから
これからも家族皆んなで笑っていようね☆︎

～
広
田
遺
跡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
10
周
年
記
念
～

　

令
和
７
年
度
は
、
広
田
遺
跡
・
広
田
遺
跡

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

◀上あごの側切歯や犬歯を
１本だけ抜く珍しい抜歯方
法

▼後頭部が扁平な絶壁頭
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社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の

方
々
か
ら
香
典
返
し
の
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
故
人
の
ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈

り
し
、
ご
芳
志
は
社
会
福
祉
事
業

推
進
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　
）
は
続
柄
と
故
人
の
氏
名
（
敬
称
略
）

日
髙　
房
雄
（
妻
・
美
波
子
）

大
　
誠
（
母
・
イ
ツ
）

山
田　
純
一
（
母
・
美
智
子
）

鮫
島　
健
一
郎
（
妻
・
み
ゆ
き
）

　
（
氏
名
）　　
　
　
（
保
護
者
）　　
　
　
（
地
区
）

稲い
な
も
ち用　
柊し
ゅ
う　
　
（
晃
太
・
栞
）        

上
中

峯み
ね
や
ま山　
流る

き綺　
（
尚
人
・
綾
乃
）     

上
中

古ふ
る
い
ち市　
悠ゆ
う
り莉　
（
雄
一
郎
・
玲
奈
）  

上
中

う
ぶ
ご
え

（　）は前月比

人の動き　6月30日現在
総人口（ 人 ） 5,128（＋ 4）

男（ 人 ） 2,591（＋ 9）
女（ 人 ） 2,537（－ 5）

世帯数（ 戸 ） 2,874（＋ 6）

火災･救急出動状況
火 災 救 急

6 月 　1 件 24 件
累 計 2 件 143 件

※累計は令和 7 年 1 月から

日 曜日 行事名 時間　・　場所 日 曜日 行事名 時間　・　場所

1 金 CURIO-CITY種子島サマーキャン
プ2025（4日まで）  種子島宇宙センター他 16 土

青少年育成の日
西之本国寺盆踊り 西之本国寺

3 日 第2回町内一斉クリーン作戦 6：30～　町内 17 日 家庭の日
7 木 特設人権相談・行政相談 10：00～15：00　研修センター2階東側会議室

21 木
赤米子ども交流 10：00～　茎永地区公民館

9 土 広田遺跡ミュージアム10周年
記念体験学習講座 13：00～15：00　広田遺跡ミュージアム 献血 9：00～11：45　

13：00～16：00　中央公民館第一会議室前
10 日 マイナンバーカード臨時窓口 8：30～12：00　役場総務課戸籍住民係 23 土 H-ⅡAロケット退役記念式典 13：30～　福祉センター

11 月 第47回南種子町ロケット祭 13：00～　前之峯陸上競技場・上中市街地 30 土 生涯学習県民大学講座 講座1　10：00～11：30　講座2　13：30～
15：00　研修センター2階大会議室

15 金 広田石塔祭 広田石塔山 31 日 広田遺跡ミュージアム10周年
記念式典・講演会

式典　14：00～
講演会　15：00～　広田遺跡ミュージアム

■行事・イベント等■行事・イベント等

（　）は昨年比

交通事故発生状況　7月15日現在
発生 死者 傷者

南種子町 2（＋ 2） 1（＋ 1） 1（＋ 1）
中種子町 2（－ 1） 0（－ 1） 4（＋ 2）
西之表市 4（＋ 2） 1（＋ 1） 4（＋ 2）

計 8（＋ 3） 2（＋ 1） 9（＋ 5）

町
民
の
う
ご
き

　
　
　
　（
6
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

香
典
返
し
（
ご
寄
付
お
礼
）

　
　
　
　（
6
月
30
日
ま
で
届
出
分
）

■日曜祝日在宅当番医
日 在宅当番医 所在地 電　話
3 百合砂診療所 西之表市 28-3901
10 種子島医療センター 西之表市 22-0960
11 公立種子島病院 南種子町 26-1230
14 種子島医療センター 西之表市 22-0960
15 種子島医療センター 西之表市 22-0960
17 田上診療所 中種子町 27-0325
24 種子島医療センター 西之表市 22-0960
31 中種子クリニック 中種子町 27-3222

8 月の予定

お
く
や
み

　
　
（
氏
名
）　 　
　

  　

  （
年
齢
）　 　
（
地
区
）

日
髙　
美
波
子　
　
　
92　
　

   

西
之

大
　
イ
ツ　
　
　
　
95　
　
　
西
之

山
田　
美
智
子　
　
　
66　
　
　
平
山

鮫
島　
み
ゆ
き　
　
　
56　
　
　
西
之

長
田　
美
江
子　
　
　
90　
　
　
平
山

■日曜営業スタンド当番店

日 当番店

3 （株）GLOBAL  THINK  南種子給油センター

10 種子島石油（株）　南種子給油所

17 （有）船川石油店　南種子給油所

24 （有）永松産業　南種子給油所

31 （株）GLOBAL  THINK  南種子給油センター

※営業時間は午前 8 時～午後 6 時

９
月
１
日
（
月
）
は

・
町
県
民
税
第
２
期

・
固
定
資
産
税
第
２
期

・
介
護
保
険
料
第
３
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第
３
期

の
納
付
期
限
で
す
。

納
期
内
納
税
に

　
　
　

心
掛
け
ま
し
ょ
う
！



発
行
／
南
種
子
町
役
場
　
　
　
　
編
集
／
企
画
課
 情

報
政
策
係

〒
891-3792　

鹿
児
島
県
熊
毛
郡
南
種
子
町
中
之
上

2793
番
地

1
電
話
／

0997-26-1111（
代
）　

E-m
ail／

hope@
tow

n.m
inam

itane.lg.jp
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
／

http://w
w
w
.tow

n.m
inam

itane.kagoshim
a.jp/

み
な
み
た
ね

み
な
み
た
ね

広
報
広
報

88

広報紙に掲載する有料広告を募集しています。詳しくは役場企画課情報政策係まで。☎ ㉖１１１１

広報みなみたね　2025 年 8 月号　28


